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リアクターに よる石 油汚染土 壌の 浄化
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【目的】 環 境保全に 対する社会 ニ ーズから、土壌中の 油分 に対しても関 心が持たれてい

る 。 タン カ
ー輸送 中の 事故 などに より発 生す る高濃度 の 汚染 に対 して 、研究や対策が進

め られる中で微量の 燃料油を対象とした研究は少ない 。 そこで 、 土 壌に 含まれる微量の

油分の 分析と、
バ イオ法による処理方法 に つ い て 検討を行 っ たの で報告する 。

【方法及 び結果】 土壌油分の 測定は赤外比 色（TPH −IR）、 GC ／F！D （DRO ）か ら求め た 。

油分を 6，000mg ／kg含む土 壌 （細粒分 ；10％、 50％粒径 ：0．7mm 、 含水比 22％〉を 200kg使用 し

た固相の 試験系を設定して浄化に与える温度の 影響等を検討した 。 定期的に水分 調整と

切返 しを行 い 、約 2ヶ月1で土 壌の 油分を初期 の 9 割まで浄化 した 。 同じ土壌試料を用 いた

スラリー処理 につ い ても検討を行っ た結果、固形 分濃度を 60％、 通気 0，1wm 、 25
°

C の 条件

で反 応 を行うことに より1週間で 9 割の 油分を浄化することができた 。 また、排気ガス 中の

油分 濃度の 測定か ら、浄化に は軽質分の 揮発 より生分解による作用が高いことを明らか

に した 。 本研 究は通産省の 補助 金を受けて 、 （財）石 油産業活性化セ ンターが実施して

い る環境負荷低減高度化 技術開発事業の 一環として 、 実施してい るもの で ある 。
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【目的 】我 々 は大豆 粕 をバ イオ マ ス 資源 と位置づ け、付加 価値の ある新 し い 資源化 とそれ

を用 い た環境浄化 を 目指 して い る。こ れ まで に 、大豆 粕を効率良く分解す る好熱性放線菌

を分離 ・同定 し、その 大豆粕分解培養液の 植物成長効果を確認 した 。 本研究で は 5加 加 彫 θβ

sp ．MF20 に よ る大豆粕分解産物 （SWS ＞の 植物成長活性化因子 を明 らか に し、同様の 大豆

粕分解産物 と比 較する こ とに した 。 また 、 SWS に よる土壌微生物 へ の 影響を確認す る こ と

を 目的 とした 。

【方法及び結果 】MF201 株 を 4．5％大豆粕で 培養 し SWS を作製 した 。 小松菜 を用 いた ポ ッ

トに よる植物成長試験 にお い て 、SWS は植物成長を促進 した 。 こ の成長活性化効果を簡便

に 測 定す るため試験管法 を用 い 、15
，
000 ル クス 、25℃ で小松菜を栽培した。SWS を加 え

る と根毛密度 の 増加 、根 毛の 伸長、主根の 短縮、測根の 減少 を確認 した 。Baeiaus（ciivuLns

HA12 を用 い て作製 した大豆粕 分解産物 （DSP）も同様の 効果 を示 した 。 これ らの 生理活

性化効果 を指標に し 、 因子 の 定性 、 精製を行 っ た 。 その 結果 、 水層画分 、 MW 　5
，
000 付近

の 画分 に効果を確認 した 。 各種ク ロ マ トグラ フ ィ
ーを用 い て成分 を分離 し 、 効果 を確認 し

た 。 これ は 、 DSP とは異なる ク ロ マ トグラム を示 した 。 また 、
　SWS を投与 した土壌で は 、

土壌微生物が増加 の 傾向を示 した 。 これ ら SWS の 生理活性効果が植 物成長 に影 響 して い る

の で は な い か と考 えて い る 。
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